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小
生
も
つ
い
に
五

十
路
に
突
入
し
た
。

こ
れ
と
い
っ
て
何
か

特
別
な
こ
と
を
し
た

わ
け
で
も
な
く
、
気

が
付
い
た
ら
50
才
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
と

い
う
と
こ
ろ
で
あ
る

▼
最
近
、
な
ぜ
か
人
間
の
「
死
」

に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
考
え
る
よ
う

に
な
っ
た
。
そ
れ
は
ア
ラ
サ
―
・

ア
ラ
フ
ォ
ー
世
代
の
人
は
あ
ま
り

考
え
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

生
あ
る
も
の
は
い
つ
か
死
を
迎
え

る
と
い
う
事
実
の
な
か
で
、

「
死
」
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
は

決
し
て
今
の
「
生
」
に
と
っ
て
マ

イ
ナ
ス
で
は
な
い
と
考
え
る
か
ら

で
あ
る
。
「
死
」
を
し
っ
か
り
と

受
け
止
め
て
こ
そ
、
今
の
「
生
」

を
懸
命
に
生
き
る
強
制
力
と
な
り

う
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
?
▼

素
人
の
哲
学
的
な
前
置
き
は
終
わ

り
と
し
て
、
本
題
に
入
ろ
う
。

「
今
の
日
本
の
か
た
ち
が
見
え
な

い
」
「
１
年
後
、
５
年
後
日
本
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
?
」

と
い
う
街
角
で
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

が
、
連
日
の
よ
う
に
マ
ス
メ
デ
ィ

ア
か
ら
流
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
を

見
聞
し
た
視
聴
者
は
、
自
ら
の
頭

で
考
え
る
こ
と
を
省
略
し
て
漠
然

と
し
た
不
安
感
に
と
ら
わ
れ
る
。

そ
し
て
、
そ
の
矛
先
を
自
分
以
外

の
誰
か
の
せ
い
に
す
る
こ
と
で
問

題
の
先
送
り
を
す
る
。
そ
の
連
鎖

の
結
果
が
、
今
の
日
本
の
状
態
で

は
な
か
ろ
う
か
?
▼
ギ
リ
シ
ャ
の

財
政
破
綻
を
見
て
、
日
本
の
国
債

の
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
率
が
ギ
リ
シ
ャ
よ

り
も
高
い
と
い
う
こ
と
だ
け
で
日

本
も
破
綻
寸
前
だ
と
指
摘
す
る
方

も
い
る
が
、
ギ
リ
シ
ャ
の
国
債
は

ユ
ー
ロ
建
て
で
国
債
保
有
者
は
圧

倒
的
に
外
国
人
が
多
い
。
対
し
て

日
本
の
国
債
は
円
建
て
で
保
有
者

は
９
割
が
日
本
人
で
あ
る
。
こ
の

事
実
を
知
れ
ば
、
単
純
比
較
す
る

根
拠
は
薄
れ
る
▼
自
ら
の
頭
で
物

事
を
考
え
る
こ
と
が
忘
れ
去
ら
れ
よ

う
と
し
て
い
る
昨
今
、
そ
の
重
要
性

を
説
く
こ
と
も
組
織
労
働
者
の
任
務

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
?
（
政
）

拡大キャッチコピー
「新しい仲間づくりを

皆の力で」
「一緒に解消しませんか、
あなたの疑問。
加入まってます」

　

北上地区協駅連合チームが優勝
＝＝組合員・家族が64人各２ゲーム＝＝

　

第
１
回
地
方
本
部
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
が
９
月
22
日
14
時
か
ら
盛
岡

市
の
ラ
ウ
ン
ド
１
ス
タ
ジ
ア
ム
盛
岡
店
で
開
催
さ
れ
た
。

　

大
会
は
、
1
チ
ー
ム
４
人
・
16
チ
ー
ム
64
人
が
参
加
し
２
ゲ
ー
ム

の
合
計
点
で
競
い
順
位
を
決
定
す
る
方
法
で
行
わ
れ
、
北
上
地
区
協

駅
連
合
チ
ー
ム
が
優
勝
し
た
。

「初めて開催された地方本部ボウリング大会で元気
に頑張る参加者」（ラウンド１スタジアム盛岡）

▽
10
月
20
日
（
盛
岡
）

　

第
35
回
盛
岡
地
区
協
運
動
会

▽
10
月
21
日
（
青
森
）

　

青
森
支
部
組
織
拡
大
対
策
会
議

▽
10
月
27
日
（
大
宮
）

　

各
地
方
本
部
三
役
組
織
部
長
会

　

議
▽
10
月
31
日
（
盛
岡
）

　

第
25
回
盛
岡
地
方
運
輸
協
議
会

　

定
期
委
員
会

▽
11
月
３
〜
４
日
（
田
沢
湖
）

　

国
労
東
北
協
議
会
労
働
講
座
及

　

び
総
会

▽
11
月
10
日
（
東
京
）

　

今
年
度
の
東
日
本
本
部
定
期
大

会
は
、
盛
岡
市
の
奥
座
敷
と
も
称

さ
れ
、
御
所
湖
を
望
む
閑
静
な
繋

温
泉
ホ
テ
ル
紫
苑
で
、
9
月
７
・

８
日
の
両
日
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ホ
テ
ル
紫
苑
に
は
20
年
程
前
に

家
族
旅
行
で
宿
泊
し
て
以
来
な
の

で
若
干
の
感
傷
に
浸
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。

　

大
会
は
、
冒
頭
青
森
支
部
選
出

の
阿
部
一
久
代
議
員
が
議
長
に
選

出
さ
れ
ま
し
た
。
高
野
委
員
長
の

挨
拶
で
は
東
日
本
大
震
災
か
ら
1

年
半
が
過
ぎ
た
が
、
ま
だ
ま
だ
復

興
に
は
程
遠
い
状
況
、
そ
し
て
福

島
第
1
原
発
で
の
事
故
に
対
し
て

の
反
原
発
の
闘
い
の
取
り
組
み
、

安
全
安
定
輸
送
確
立
の
闘
い
や
組

織
強
化
拡
大
の
闘
い
等
に
つ
い
て

挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
各

来
賓
の
方
々
の
挨
拶
、
弁
護
団
の

報
告
、
石
上
本
部
委
員
長
の
挨
拶

と
続
き
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
２
日
間
を
通
し
経
過

で
５
人
、
方
針
で
18
人
の
代
議
員

か
ら
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。
各

職
場
の
実
態
や
状
況
の
大
変
さ
を

私
自
身
実
感
す
る
発
言
が
多
く
出

さ
れ
ま
し
た
。

　

今
職
場
で
は
様
々
な
雇
用
形
態

で
就
業
し
て
い
る
仲
間
た
ち
が
い

ま
す
。
契
約
社
員
の
方
々
の
雇
い

止
め
の
発
生
や
、
出
向
先
会
社
の

労
働
条
件
の
低
下
な
ど
、
現
実
に

起
こ
っ
て
い
る
状
況
、
安
全
・
安

定
輸
送
が
脅
か
さ
れ
て
い
る
こ
と

な
ど
職
場
か
ら
点
検
・
摘
発
を
進

め
て
い
か
な
け
れ
ば
と
私
自
身
思

い
な
お
し
ま
し
た
。
ま
た
、
各
代

議
員
共
通
の
発
言
で
は
や
は
り
組

織
強
化
・
拡
大
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
の
報
告
が
多
く
出
さ
れ
ま
し

た
。
東
日
本
会
社
、
貨
物
会
社
含

め
組
合
員
の
年
齢
が
高
く
な
っ
て

い
ま
す
。
私
た
ち
の
運
動
を
次
の

世
代
に
引
き
継
い
で
い
く
事
が
重

要
な
課
題
の
一
つ
だ
と
い
う
事
を

改
め
て
認
識
し
ま
し
た
。

　

首
都
圏
で
の
若
い
人
た
ち
の
加

入
か
ら
、
私
た
ち
地
方
に
い
る
組

合
員
も
勇
気
・
そ
し
て
パ
ワ
ー

を
貰
っ
て
い
ま
す
。
私
自
身
も
含

め
一
人
ひ
と
り
が
地
方
か
ら
何
と

し
て
も
拡
大
を
し
な
く
て
は
い
け

な
い
と
感
じ
ま
し
た
。

　

震
災
か
ら
遅
々
と
し
て
進
ま
な

い
復
興
、
被
災
線
区
の
鉄
路
で
の

復
旧
の
問
題
、
Ｂ
Ｒ
Ｔ
で
の
仮
復

旧
に
対
し
て
の
問
題
、
福
島
第
１

原
発
で
の
会
社
側
の
対
応
等
々
の

発
言
な
ど
、
東
日
本
本
部
内
で
の

様
々
な
問
題
や
課
題
が
浮
き
彫
り

に
な
っ
た
大
会
だ
と
思
い
ま
し

た
。

　

今
大
会
で
見
た
こ
と
・
聞
い
た

こ
と
・
感
じ
た
こ
と
を
、
過
日
分

会
執
行
委
員
会
で
報
告
し
て
き
ま

し
た
。
そ
し
て
感
じ
た
こ
と
は
、

私
た
ち
が
変
な
親
父
に
な
ら
ず
頭

の
中
で
結
果
を
出
さ
ず
に
、
身
近

に
い
る
仲
間
・
他
労
組
の
仲
間
と

繋
が
り
を
持
ち
な
が
ら
会
社
側
と

向
き
合
い
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
は
た

し
、
国
労
こ
こ
に
あ
り
と
存
在
感

を
見
せ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思

い
ま
し
た
し
、
そ
の
こ
と
が
正
常

な
労
使
関
係
、
安
全
・
安
定
輸
送

、
組
織
強
化
拡
大
に
つ
な
が
っ
て

行
く
の
か
な
と
、
感
じ
た
大
会
で

し
た
。

　

第
17
回
国
労
東
日
本
本
部
マ
ラ

　

ソ
ン
大
会

▽
11
月
11
日
（
盛
岡
）

　

第
34
回
盛
岡
支
部
定
期
大
会

▽
11
月
16
日
（
仙
台
）

　

第
23
回
東
北
交
運
労
協
定
期
総
会

　

▽
11
月
18
日
（
青
森
）

　

第
55
回
青
森
支
部
定
期
大
会

　

エ
ル
ダ
ー
社
員
制
度
は
２
０
０

８
年
度
（
平
成
20
年
度
）
か
ら
導

入
さ
れ
、
今
年
度
で
５
年
目
を
迎

え
て
い
る
。
こ
う
し
た
中
で
地
方

本
部
は
９
月
30
日
、
盛
岡
国
労
会

館
４
階
に
て
「
第
３
回
エ
ル
ダ
ー

組
合
員
交
流
会
」
を
開
催
し
た
。

体
調
不
良
等
に
よ
り
急
遽
欠
席
し

た
組
合
員
も
お
り
、
エ
ル
ダ
ー
組

合
員
６
人
を
含
め
全
体
で
13
人
と

小
規
模
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ

た
も
の
の
、
実
り
多
い
交
流
会
と

な
っ
た
。

　

小
林
副
委
員
長
の
司
会
で
始
ま

り
、
齋
藤
委
員
長
が
「
国
労
運
動

の
継
承
・
発
展
に
向
け
組
織
拡
大

は
喫
緊
の
課
題
。
エ
ル
ダ
ー
組
合

員
に
お
い
て
も
出
向
先
の
み
な
ら

ず
現
職
社
員
へ
も
大
胆
な
国
労
加

入
の
呼
び
掛
け
を
。
ま
た
、
出
向

先
の
諸
問
題
改
善
に
つ
い
て
支
社

を
窓
口
に
し
な
が
ら
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
く
」
と
、
地
方
執
行

委
員
会
を
代
表
し
て
挨
拶
し
座
長

に
就
任
し
た
。

　

参
加
者
の
自
己
紹
介
で
は
職
場

実
態
を
含
め
た
近
況
が
一
人
ひ
と

り
か
ら
話
さ
れ
、
「
出
向
先
の
管

理
者
が
特
勤
手
当
を
誤
入
力
。
追

給
と
な
っ
た
が
、
日
常
的
な
点
検

も
必
要
」
「
沿
岸
部
に
出
向
先
が

な
か
っ
た
が
、
現
在
５
人
が
エ
ル

ダ
ー
で
働
い
て
い
る
。
今
後
も
受

け
皿
と
し
て
残
し
た
い
」
「
２
年

前
に
入
社
し
た
プ
ロ
パ
ー
社
員
が

最
近
退
社
し
た
が
、
辞
め
る
事
を

誰
も
止
め
よ
う
と
し
な
い
職
場
に

不
満
。
こ
う
し
た
職
場
を
ど
う
に

か
し
て
い
き
た
い
」
「
16
時
30
分

か
ら
翌
日
の
１
時
30
分
ま
で
の
勤

務
だ
が
、
暦
日
単
位
で
の
公
休
・

特
休
付
与
の
た
め
、
実
質
的
な
休

み
と
な
っ
て
い
な
い
」
等
々
、
多

く
の
課
題
が
報
告
さ
れ
て
い
た
。

　

こ
う
し
た
声
を
受
け
て
佐
々
木

書
記
長
が
、
「
諸
手
当
関
係
に
つ

い
て
は
自
身
で
も
し
っ
か
り
と
点

検
を
。
グ
ル
ー
プ
会
社
と
一
体
と

な
っ
た
業
務
体
制
の
さ
ら
な
る
推

進
で
、
10
月
１
日
に
よ
り
出
向
者

が
増
加
。
委
託
先
は
グ
ル
ー
プ
会

社
の
中
で
も
最
も
労
働
条
件
が
悪

く
、
改
善
に
向
け
て
取
り
組
み
を

強
め
て
行
き
た
い
」
と
ま
と
め
た
。

　

交
流
会
は
「
こ
れ
か
ら
エ
ル
ダ

ー
と
な
る
組
合
員
も
対
象
に
交
流

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
具
体
的

に
は
次
回
交
流
会
に
反
映
さ
せ
て

い
き
た
い
」
と
の
阿
部
副
委
員
長

の
挨
拶
で
閉
じ
、
懇
親
会
へ
と
移

行
。
国
労
運
動
の
歴
史
を
振
り
返

る
等
、
時
間
が
経
つ
の
を
忘
れ
て

交
流
を
深
め
た
。

　

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
は
、
昨
年
ま

で
開
催
さ
れ
て
い
た
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
大
会
の
代
わ
り
の
レ
ク
レ
ー

シ
ョ
ン
と
し
て
計
画
さ
れ
、
同
日

開
催
さ
れ
た
第
48
回
家
族
会
総
会

に
参
加
し
て
い
た
家
族
会
の
皆
さ

ん
や
８
歳
か
ら
22
歳
ま
で
の
子
ど

も
さ
ん
５
人
や
家
族
・
組
合
員
が

参
加
し
、
和
気
あ
い
あ
い
の
中
、

16
レ
ー
ン
を
使
用
し
華
麗
な
ホ

ー
ム
？
や
実
力
以
上
の
ス
コ
ア
に

歓
喜
の
声
や
悔
し
が
る
声
の
入
り

混
じ
る
中
で
ケ
ー
ム
が
進
め
ら
れ
た
。

　

な
お
、
第
３
位
ま
で
の
チ
ー
ム

と
主
な
個
人
賞
は
次
の
通
り
。

　
　
　
　
　

◇

優　

勝　

　

北
上
地
区
協
駅
連
合
チ
ー
ム

準
優
勝

　

青
森
地
区
協
Ａ
チ
ー
ム

第
３
位

　

北
上
地
区
協
工
務
チ
ー
ム

　
　
　
　
　

◇

〈
個
人
賞
〉

　

◎
ハ
イ
ス
コ
ア
賞
（
男
子
）

　
　

清
川　

千
寿
（
北
上
）

　

◎
ハ
イ
ス
コ
ア
賞
（
女
子
）

　
　

佐
々
木
ゆ
か
り
（
家
族
）

　

◎
Ｂ
・
Ｂ
賞
（
男
子
）

　
　

髙
橋　
　

凉
（
盛
岡
）

　

◎
Ｂ
・
Ｂ
賞
（
女
子
）

　
　

佐
々
木
春
枝
（
家
族
）

〈
参
加
チ
ー
ム
〉
（
16
）

　

・
青
森
地
区
協
Ａ

　

・
青
森
地
区
協
Ｂ

　

・
八
戸
地
区
協

　

・
盛
岡
地
区
協
Ａ

　

・
盛
岡
地
区
協
Ｂ

　

・
盛
岡
地
区
協
Ｃ

　

・
北
上
地
区
協
駅
連
合

　

・
北
上
地
区
協
工
務

　

・
一
関
地
区
協

　

・
宮
古
地
域

　

・
家
族
会
（
や
ま
び
こ
）

　

・
家
族
会
（
こ
ま
ち
）

　

・
家
族
会
（
は
や
て
）

　

・
家
族
会
（
は
や
ぶ
さ
）

　

・
地
方
本
部
Ａ

　

・
地
方
本
部
Ｂ

華
麗
な
フ
ォ
ー
ム
？
ス
コ
ア
は
？

 無料法律相談
 

担当　菅原 瞳 弁護士
 

（盛岡市）
 

＜問い合わせは地方本部へ＞

 

第
１
回
地
方
本
部
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

厳
し
い
職
場
の
実
態
、
改
善
に
努
力

「
第
３
回
地
本
エ
ル
ダ
ー
組
合
員
交
流
会
」

第
26
回
東
日
本
本
部
大
会
に
参
加
し
思
う

首
都
圏
の
若
い
人
た
ち
の
国
労
加
入
が
勇
気

　

地
方
か
ら
も
拡
大
に
全
力
を
上
げ
て
い
こ
う

代
議
員
　
留
場 

義
継
（
宮
古
地
域
分
会
）
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第
27
回
全
国
貨
物
協
議
会
定
期

委
員
会
は
、
９
月
23
〜
24
日
に
熱

海
の
ホ
テ
ル
金
城
館
で
開
催
さ
れ

た
。
本
部
か
ら
、
田
中
副
委
員

長
、
小
池
業
務
部
長
、
星
野
闘
争

委
員
が
出
席
し
、
来
賓
は
、
交
運

共
済
東
日
本
事
業
本
部
本
部
長
の
濱

中
さ
ん
が
出
席
さ
れ
た
。

　

委
員
会
議
長
に
は
、
東
京
の
高

橋
さ
ん
が
選
出
さ
れ
た
。
貨
物

協
を
代
表
し
挨
拶
に
立
っ
た
眞

田
議
長
は
、
「
震
災
後
の
貨
物
鉄

道
の
役
割
や
、
組
織
拡
大
の
現
状

、
重
大
事
故
、
会
社
の
経
営
自
立

」
等
、
情
勢
を
述
べ
、
来
賓
の
濱

中
さ
ん
は
、
「
震
災
の
共
済
金
給

付
は
、
原
発
事
故
の
関
係
で
立
ち

入
り
禁
止
地
域
が
あ
り
、
約
９
割

の
給
付
で
あ
る
」と
、本
部
の
田
中

副
委
員
長
は
、
「
職
場
環
境
改
善

す
る
為
に
、
労
基
法
、
就
業
規
則

の
学
習
す
べ
き
」
「
要
求
を
前
進

さ
せ
る
為
に
数
が
必
要
で
あ
る
、

組
織
拡
大
を
図
る
こ
と
が
大
事
」

と
訴
え
た
。

　

１
日
目
の
最
後
に
、
日
本
大
学

の
桜
井
教
授
を
講
師
に
迎
え
標
題

「
被
災
地
の
交
通
再
建
の
現
状
と

課
題
」
と
い
う
学
習
会
を
行
っ

た
。
そ
の
中
で
、
「
鉄
道
の
復
旧

率
が
道
路
や
電
気
に
比
べ
非
常
に

低
い
こ
と
、
三
陸
鉄
道
と
Ｊ
Ｒ
東

の
復
旧
対
応
の
違
い
」ま
た
、「
Ｊ

Ｒ
東
日
本
は
、
鉄
道
で
の
復
旧
を

早
く
す
る
こ
と
、
貨
物
は
、
山
田

線
を
活
用
し
た
瓦
礫
輸
送
も
可
能

で
な
い
か
」
等
、
苦
言
や
提
言
を

話
さ
れ
た
。

　

経
過
、
方
針
の
討
論
で
は
、「
組

織
拡
大
の
状
況
」
「
職
場
改
善
の

状
況
」「
安
全
問
題（
脱
線
等
）」

「
出
向
先
の
労
働
条
件
」
「
平
行

在
来
線
問
題
」
「
脱
線
復
旧
時
の

会
社
の
対
応
」
「
協
力
会
社
の
組

織
化
」
「
ス
ト
ラ
イ
キ
闘
争
も
視

野
に
」「
技
術
の
継
承
」「
夏
季
手

当
の
0
・
0
3
」
「
経
営
自
立
計

画
」
「
次
期
ダ
イ
ヤ
改
正
」
「
強

制
配
転
」「
年
金
問
題
」等
々
、

出
席
し
た
委
員
が
全
員
発
言
し
ま

し
た
。

　

答
弁
で
は
。
「
ス
ト
ラ
イ
キ

は
、
荷
主
が
逃
げ
た
り
、
他
労
組

の
会
社
倒
産
運
動
と
の
宣
伝
に
使

わ
れ
か
ね
な
い
。
慎
重
に
」
「
組

織
拡
大
は
、
最
後
に
国
労
加
入
を

促
す
こ
と
が
大
事
」
「
安
全
問
題

は
、
原
因
究
明
を
図
っ
て
交
渉
し

て
い
く
」
等
と
述
べ
た
。

　

集
約
答
弁
で
は
、
眞
田
議
長
が

「
組
織
拡
大
と
、
出
さ
れ
た
諸
問

題
は
、
関
係
機
関
と
相
談
し
な
が

ら
全
力
を
挙
げ
て
と
組
ん
で
い

く
、
学
習
会
に
よ
る
運
動
の
強
化

を
図
っ
て
い
く
」
と
締
め
た
。
経

過
、
方
針
、
委
員
会
宣
言
は
、
満

場
一
致
で
承
認
さ
れ
、
役
員
は
、

眞
田
議
長
以
下
、
全
員
再
選
さ
れ

た
。
最
後
に
眞
田
議
長
の
団
結
ガ

ン
バ
ロ
ー
で
閉
会
し
た
。

　
　
　
　
　

◇

　

青
森
貨
物
分
会　

中
村　

健
悦

　

地
方
本
部
は
。
10
月
１
日
盛
岡

支
社
（
福
田
泰
司
支
社
長
）
に
対

し
「
労
使
間
の
取
り
扱
い
に
関
す

る
協
約
第
２
章（
労
使
間
協
議
）」

に
基
づ
く
、
組
合
側
委
員
を
次
の

通
り
指
定
、
通
知
し
た
。

　
　
　
　
　

◇

▽
支
社
経
営
協
議
会
委
員

　

代
表　

齋
藤　

庄
司
（
地
本
）

　

幹
事　

佐
々
木　

力
（
地
本
）

　

委
員　

小
林　

良
宏
（
地
本
）

　

委
員　

佐
々
木
研
司
（
盛
支
）

　

委
員　

佐
々
木
政
志
（
青
支
）

　

書
記　

菊
池　

要
悦
（
地
本
）

▽
支
社
団
体
交
渉
委
員

　

幹
事　

佐
々
木　

力

　

委
員　

菊
池　

要
悦

委
員　

伊
藤　
　

大
（
運
協
）

委
員　

西
野　

利
行
（
運
協
）

委
員　

浅
井　

敏
治
（
工
務
協
）

委
員　

浮
中　
　

明
（
電
協
）

委
員　

佐
藤　

英
雄
（
運
転
協
）

▽
支
社
苦
情
処
理
会
議
委
員

幹
事　

佐
々
木　

力

委
員　

小
林　

良
宏

委
員　

菊
池　

要
悦

補
欠　

沢
田　

光
広
（
地
本
）

補
欠　

佐
々
木
研
司

補
欠　

佐
々
木
政
志

▽
支
社
簡
易
苦
情
処
理
会
議
委
員

幹
事　

佐
々
木　

力

委
員　

小
林　

良
宏

補
欠　

沢
田　

光
広

補
欠　

菊
池　

要
悦

座
が
、
盛
岡
市
・
岩
手
労
働
福
祉

会
館
で
労
組
関
係
者
約
60
人
が
参

加
し
て
開
催
さ
れ
た
。

　

第
２
回
講
座
は
「
ひ
と
り
立
ち

・
松
元
ヒ
ロ
の
単
独
ラ
イ
ブ
」
と

し
て
開
催
さ
れ
た
。
松
元
さ
ん
は

「
平
和
を
食
い
物
に
し
た
ラ
イ
ブ

で
生
活
し
て
い
る
。
ラ
イ
ブ
内
容

が
政
権
を
批
判
し
て
い
る
の
で
テ

レ
ビ
に
は
呼
ば
れ
な
い
が
デ
モ
の

場
に
は
呼
ば
れ
る
。
だ
か
ら
こ
の

場
に
い
る
」
と
笑
い
を
誘
っ
た
。

コ
ン
ト
は
現
在
の
社
会
を
風
刺
し

脱
原
発
問
題
な
ど
世
相
を
鋭
く

批
判
、
ま
た
「
ニ
ッ
ポ
ン
の
う
そ

」
と
題
し
た
「
反
骨
の
報
道
写
真

家
・
福
島
菊
次
郎
」
の
ド
キ
ュ
メ

ン
タ
リ
ー
映
画
を
「
見
て
ほ
し
い

映
画
」
と
紹
介
し
た
。

　

会
場
は
笑
い
あ
り
、
迫
真
の
語

り
に
胸
打
つ
場
面
あ
り
と
多
彩

で
、
２
時
間
の
ラ
イ
ブ
で
あ
っ
た

が
参
加
者
を
飽
き
さ
せ
な
い
講
座

と
な
っ
た
。

　

最
終
と
な
る
第
３
回
講
座
は
12

月
１
日（
土
）、
塾
長
・
佐
高
信
と

田
中
優
子 

（
法
政
大
学
教
授
）

と
の
対
談
が
同
会
場
で
14
時
か
ら

予
定
さ
れ
て
い
る
。

　

「
政
治
・
経
済
の
あ
り
方
を
問

う
」
と
題
し
た
、
「
2
0
1
2
佐

高
信
文
化
塾
」
（
平
和
環
境
岩
手

県
セ
ン
タ
ー
主
催
）
の
第
２
回
講

　

秋
晴
れ
の
9
月
22
日
、
第
48
回

国
労
盛
岡
地
本
家
族
会
総
会
が
盛

岡
国
労
会
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、

1
年
間
の
総
括
と
向
う
1
年
間
の

方
針
を
決
定
し
ま
し
た
。
代
議
員

14
人
を
含
む
21
人
の
出
席
が
報
告

さ
れ
、
総
会
の
成
立
宣
言
が
行
わ

れ
、
議
長
に
青
森
支
部
の
福
岡
文

子
代
議
員
を
選
出
し
議
事
が
進
行

し
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
佐
々
木
香
代
子
会
長
よ

り
「
夫
た
ち
の
運
動
を
支
え
、
家

族
会
の
組
織
を
拡
大
し
、
学
習
と

交
流
の
輪
を
広
め
て
い
き
ま
し
ょ

う
」
と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。
続

い
て
、
国
労
盛
岡
地
方
本
部
を
代

表
し
て
小
林
良
宏
副
委
員
長
よ
り

各
種
の
情
勢
報
告
と
、
「
引
き
続

き
家
族
会
へ
の
協
力
を
し
て
い
き

た
い
」
と
い
う
心
強
い
挨
拶
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

来
賓
の
挨
拶
で
は
、
交
運
共
済

東
北
事
業
支
所
よ
り
ご
挨
拶
を
賜

り
ま
し
た
。

　

最
後
に
東
日
本
本
部
家
族
会
の

渡
邉
光
子
会
長
（
秋
田
）
か
ら
、

「
こ
れ
か
ら
も
盛
岡
地
本
と
協
力

し
皆
で
頑
張
っ
て
い
こ
う
」
と
い

う
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

挨
拶
に
続
き
2
0
1
1
年
度
経

過
報
告
、
決
算
報
告
、
会
計
報
告

を
拍
手
で
承
認
。
続
く
2
0
1
2

年
度
活
動
方
針
（
案
）
・
ス
ロ
ー

ガ
ン
が
全
体
の
拍
手
で
承
認
さ
れ

ま
し
た
。
役
員
選
出
で
は
、
常
任

委
員
の
私
、
佐
々
木
ゆ
か
り
が
退

任
し
、
田
崎
睦
子
さ
ん
が
新
任
と

な
り
ま
し
た
。
他
の
役
員
は
再
任

さ
れ
ま
し
た
。

　

福
岡
議
長
の
ス
ム
ー
ズ
な
議
事

進
行
と
出
席
者
の
協
力
の
も
と
、

家
族
会
も
自
分
た
ち
が
出
来
る
こ

と
を
し
っ
か
り
と
や
っ
て
い
こ
う

と
い
う
こ
と
を
確
認
し
あ
い
、
総

会
終
了
と
な
り
ま
し
た
。

　

昼
食
を
挟
み
、
午
後
の
地
方
本

部
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
へ
参
加
さ
せ

て
い
た
だ
き
各
自
が
華
麗
な
フ
ォ

ー
ム
で
歓
声
を
上
げ
な
が
ら
の
プ

レ
イ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

ボ
ウ
リ
ン
グ
終
了
後
、
つ
な
ぎ

温
泉
の
清
温
荘
に
お
い
て
交
流
会

が
行
わ
れ
、
翌
9
月
23
日
も
同
場

所
に
お
い
て
盛
岡
支
部
家
族
会
総

会
、
青
森
支
部
家
族
会
総
会
が
そ

れ
ぞ
れ
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

２
日
間
に
渡
り
行
わ
れ
た
総
会
、

交
流
会
の
締
め
く
く
り
と
し
て
、

小
岩
井
農
場
で
童
心
に
帰
り
、
２

日
間
の
日
程
を
終
え
ま
し
た
。

　
　
　
　
　

◇

〈
役
員
体
制
〉

会　

長　

　

佐
々
木
香
代
子
（
盛
岡
）

副
会
長　

　

中
堤　

久
江
（
盛
岡
）

　

北
上　

洋
子
（
八
戸
）

常
任
委
員

　

千
葉　

裕
子
（
一
関
）

　

田
崎　

睦
子
（
青
森
）

　
　
　
　
　

◇

〈
報
告
〉

　
佐
々
木
ゆ
か
り
（
青
森
）

　

９
月
22
日
の
地
方
本
部
家
族
会

総
会
、
清
温
荘
で
の
宿
泊
交
流
の

翌
日
23
日
、
両
支
部
家
族
会
総
会

が
開
か
れ
、
支
部
と
し
て
の
取
り

組
み
と
役
員
体
制
が
確
認
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　

◇

　

役
員
体
制
は
次
の
通
り
。

【
盛
岡
支
部
】

　

会
長　

　
　

兼
平　

貴
子
（
盛
岡
）

　

副
会
長　

　
　

工
藤　

明
子
（
北
上
）

　

事
務
局
長

　
　

中
堤　

久
江
（
盛
岡
）　

　

常
任
委
員

　
　

曾
我　

聖
子
（
北
上
）

　
　

星　
　

敦
子
（
北
上
）

　
　

鎌
田　

明
子
（
一
関
）

　
　

千
葉　

裕
子
（
一
関
）

【
青
森
支
部
】

　

会
長

　
　

佐
々
木
春
枝
（
八
戸
）

　

副
会
長　

　
　

北
上　

洋
子
（
八
戸
）

　

事
務
局
長

　
　

阿
部
む
つ
子
（
青
森
）

　

常
任
委
員

　
　

田
崎　

睦
子
（
青
森
）

　
　
佐
々
木
ゆ
か
り
（
青
森
）

安全問題は原因究明求め交渉
第27回全国貨物協議会定期委員会（熱海）

第48回地本家族会総会

夫
を
支
え
、
組
織
を
拡
大
し
輪
を
広
げ
よ
う

◇
会
長
に
佐
々
木
香
代
子
さ
ん
を
再
選
◇

支
社
に
労
使
間
協
議
に
伴
う

　
組
合
側
の
各
委
員
を
通
知

脱
原
発
を
訴
え
る

　
　
　
　
松
本
ヒ
ロ
単
独
ラ
イ
ブ

「
２
０
１
２
佐
高
信
分
化
塾
」

両
支
部
家
族
会
総
会

役
員
体
制
を
確
認

当
日
は
ボ
ウ
リ
ン
グ
参
加
と
泊
の
交
流
会


